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研究成果の概要（和文）：本研究は後期中世に普及した「キリストの生涯と受難の黙想」という信仰の形が文化の進化
・発展にもたらした影響を写本文献を精査することを通して考察した。その成果は国内および国際学会での研究発表、
当該分野の他の研究者との共著、学術雑誌への論文投稿によって随時発信してきたが、最終的成果はピープス図書館版
『キリストの受難の黙想』の校訂本である。校訂本準備の作業は、本文決定、注解、語彙録作成および序論の執筆から
成る。その全てが3年間の研究期間のみならず、研究代表者及び研究分担者の先行する研究期間の関連研究における研
究を集約しているということができる。

研究成果の概要（英文）：This project aimed at investigating materially and linguistically as well as 
contextually into cultural influences and roles of the form of devotion employing imagination focused 
upon the lives and the passion of Jesus and Mary, which is widely considered to have contributed to the 
development of the use of the faculty of emotions, and thence to the nurture of "self", bridging the 
Middle Ages to the Early Modern period. Our research was particularly interested in Cambridge, Magdalene 
College, MS Pepys 2125 and a Middle English translation of the Passion section of the Pseudo-Bonaventuran 
Meditationes Vitae Christi contained in this manuscript. The MVC is undoubtedly one of the most important 
and influential texts when considering the development of lay devotion in the fourteenth and fifteenth 
centuries, but is still widely neglected. We therefore aimed at preparing an edition of the English 
version, which will soon be published in the Middle English Texts series (Heidelberg).
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１．研究開始当初の背景 
（１）本研究は、研究代表者の基盤研究（C）
「『キリストの生涯の黙想』が 15世紀の大衆
思想に与えた影響について」（2009-2011）を
発展させるものとしてスタートした。研究方
法としては、近年の写本研究の活発化を受け、
写本資料の実証的な研究方法の強化を目指
した。研究対象は、これまでの研究から継続
的に、中世末期の西洋全域において文化・芸
術の発展に多大な影響を与えた偽ボナヴェ
ンチュラ作『キリストの生涯の黙想』とし、
やはり研究代表者がそれまで研究対象とし
てきた写本（Cambridge, Magdalene College, 
MS Pepys 2125）に収録されている受難部分
の英語訳『キリストの受難の黙想』を特化し
て、ラテン語原典および他の英語訳との比較
を写本資料も用いて進めることにした。 

14・15 世紀の宗教文献研究は当時の西洋
全体の文化を次の時代への連続線上にとら
えるために大変重要であるにも関わらず、英
文学研究領域においてもラ・仏文学研究にお
いても未開拓の部分が多く、大きな可能性を
秘めていた。写本文献の実証的研究もまた、
その重要性についての主張がやっと顧みら
れるようになったばかりという発展段階に
あり、今後の研究を牽引してゆく可能性を持
っていた。 
（２）写本資料に立脚した実証的な研究には
収録文献の言語的分析も重要であるため、中
英語研究において業績を積み上げてきた研
究分担者と研究組織を結成して語学的視座
を強化した。この研究体制でMiddle English 
Texts（Heidelberg: Universitätsverlag）シ
リーズに出版準備申請を行い、快諾を得たこ
とが科研申請の大きなきっかけとなった。 

 
２．研究の目的 
（１）本研究は、大きく分けて二つの目的を
持っていた。ひとつは、写本資料を通してそ
の背景にある文化の特質やその伝播・変容に
ついて考察し、読みとるということである。
つまりどのような文献が好んで書写され、ど
のように使用されたかについて、写本資料を
「材料」（material）としてその形態を含む
性質を具体的に吟味するということである。 
（２）二つ目は、ラテン語で流布した宗教文
献がどのような形で英語に移し替えられ、用
いられたかということを、文学と語学の両面
から精査・分析することである。この作業を
通じて、当時の英国社会におけるキリスト教
の受容の特徴について考察すると同時に、伴
って生じた言語接触がどのような影響を言
語そのものに及ぼしたかについても考察を
行うこととした。 
この二つの目的を達成するための具体的
な最終目標として、Pepys版『キリストの受
難の黙想』の校訂本の出版準備（本文決定、
注解、語彙録作成、序論の執筆）の完了とい
うことを据えた。 

 

３．研究の方法 
上記２．（１）、（２）の目的を遂行するため
に研究代表者は上記１で述べたように具体
的な研究対象を特定し（ケンブリッジ大学モ
ードリンコレッジ、ピープス図書館所蔵の
2125 写本およびここに収録された偽ボナヴ
ェンチュラ作『キリストの生涯の黙想』の受
難部分の英語訳『キリストの受難の黙想』）、
語学研究者と研究組織を立ち上げた。 
（１）の写本資料に基づく研究は、①中心と
する写本（Cambridge, Magdalene College, 
MS Pepys 2125）を精査すること、および②
中心的研究対象文献『キリストの生涯の黙
想』のラテン語原典ととその英語訳を収録す
る多数の写本を研究するということを意味
した。 
①Cambridge, Magdalene College, MS 
Pepys 2125は、50編を超える大小の宗教文
献を編纂した写本である。その中には同じテ
キストを 2回以上異なる材源から書写したケ
ースや、いくつかのテキストでグループを作
っているケース、転写元の写本が判明してい
るもの、よく似たヴァージョンが他写本で見
つかっているものなどがあるがいずれも流
布版とは異なる特徴を呈しており、多種多様、
複雑な研究素材を内包していた。この写本を
精査するということは、それら多種多様の文
献それぞれの複雑な関係を流布版、他写本と
比較しつつ、既存の記録（図書館カタログな
ど）の正誤を確認しつつ、ある時は原典を探
しながら解明してゆくということを意味し
ていた。方法的には、各文献の既存の校訂版
のみならず、写本文献、各カタログの内容と
の比較、また原典やもと写本発見のための写
本調査といった作業を丁寧に行っていった。 
②『キリストの生涯の黙想』のラテン語原典
は 100以上の写本に現存し、イギリスおよび
ヨーロッパ各地の図書館に所蔵されている。
それら全ての所在を確認し、直接あるいはデ
ジタル版を入手して閲覧した。英語訳は複数
の異なる訳が作られたが、そのうち Pepys版
は他の写本に見つかっていない。ニコラス・
ラヴによる全訳は 60以上の写本に現存する。
受難部分のみを扱った Middle English 
Meditationes de Passione Christi と呼ばれ
る訳は 9本の写本に現存する。これらの写本
のほとんどは直接図書館で閲覧し、必要な場
合はデジタル画像も入手して精査した。 
（２）偽ボナヴェンチュラ作『キリストの生
涯の黙想』のラテン語原典と Pepys版『キリ
ストの受難の黙想』を比較し、英語翻訳の特
色を抽出して検証することにより当時の英
国社会におけるキリスト教の受容の特徴に
ついて考察するともに、翻訳という作業およ
び翻訳文学が流布することによって生じる
言語接触が後期中英語の形成・発展に与えた
影響について考察するために、研究代表者は、 
①まずラテン語原典テキストと Pepys 版テ
キスト、さらに他の英語訳とをパラレルに配
置した資料を作成した。 



②また、ラテン語版にもいくつかのヴァージ
ョンがあるため、100 余りの特徴的な異形
（variants）について、それらのラテン語が
どのように英語に訳されているかを詳細に
比較・検証した。 
③一方研究分担者は、後期中英語の一般的な
特徴と照らし合わせるとともに、多数の中英
語テキストと比較し、Pepys版テキストに特
徴的な言語の実態について考察した。 
これらの研究作業は、対象テキスト（Pepys
版『キリストの受難の黙想』）の校訂版を作
成するために行う本文決定、注釈付け、語彙
録作成、序論の執筆という作業と関連させて
行うことができた。 
 
４．研究成果 
上記２の目的は、上記３の研究方法を入念に
行うことによって順調に達成されたと言え
る。その成果は、内外での学会における口頭
発表、そのプロシーディングズへの参加、学
術雑誌への投稿という形で随時発信してき
たが、特に学会プロシーディングズで当該分
野における国際的権威の面々と肩を並べる
ことができたことは、研究の方法と成果が国
際的に評価されたことを意味すると言って
よいと考える。さらに、最終的成果として刊
行する Pepys版『キリストの受難の黙想』の
校訂本の準備も順調に進み、研究期間を終え
た今、最終段階を迎えており、近い将来、
Middle English Texts (Heidelberg）から上
梓できる見込みが立ったことは喜ばしいこ
とであると考える。本研究の成果は、文学研
究、語学研究の両面にわたって、さまざまな
応用の可能性を有しているものと期待して
いる。 
研究代表者（田口まゆみ）は上述のように
この研究企画をそれまでの研究を発展継続
させる形で立ち上げたので、本研究期間中初
期の研究成果は研究前段階との関連が深い。
前段階で取り組んでいた、キリストの生涯と
受難を「黙想」するという信仰の様式がもた
らした、あるいは象徴している、あるいは助
長した、偽ボナヴェンチュラ作『キリストの
生涯の黙想』が流布したことに象徴される文
化の情緒的特性について、また、そのような
内省的な信仰の形が流布したことが続く時
代に起こった自我の形成・発展に貢献したと
考えられている根拠について、研究成果をま
とめていった。特にイギリスの事例について、
ニコラス・ラヴの翻訳を研究対象として精査
し、Pepys版についての研究の背景的土台を
固めていった。写本資料に依拠した研究を実
践するという目的は多大な時間を要したが、
学会発表を皮切りに徐々に成果を積み上げ、
2014 年には 2 冊の図書（分担執筆）が出版
され、国際学術雑誌（2015 年 9 月号）への
論文掲載も決まるなど、研究期間内に研究を
成熟させ、発表することができたと言える。 
研究分担者（家入葉子）は、『キリストの
受難の黙想』における言語を、人称代名詞の

形態の変化、副詞の語尾の変化、動詞の人称
語尾の変化、語順の変化など、個別に分析を
行った。なおその際に、調査対象の言語を当
時の英語の全般的な特徴の中に位置づける
作業の一環として、当該のテキスト以外にも、
関連のテキストの言語の分析を行った。たと
えば、John Trevisaの『ポリクロニコン』は、
『キリストの受難の黙想』と同様に翻訳テキ
ストであり、また書かれた時代や地域が『キ
リストの受難の黙想』と近いと想定されるこ
とから、両者を比較することにより、『キリ
ストの受難の黙想』の年代や方言の推定にあ
たって、手がかりとなる情報を与えてくれた。
以下の「主な発表論文等」には、これらの一
連の研究成果が含まれているが、研究成果の
集大成は、最終成果である校訂本の序論のう
ちの言語についての章であり、その執筆は完
了している。 
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